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タルバガタイ参戦大臣宛文語カザフ語文書1種

杜　山　那　里

（デ；；二τ∴）

　ジュンガル勢力が平定されてまもない1757年，カザフと清朝との公式の関係が結ばれ，

両者の間の官貿易が円滑に発展していく。このような友好的関係の樹立にともない，カザフ

の遊牧民たちは，一度ジュンガルに占領された郷土に帰還しっっ比較的安定した生活を送る

ようになった。カザフの支配階級であるハン，スルタンらは清朝と交渉を開始した直後，清

朝へ使節圃を派遣し，積極的に清朝との関係強化に取り組んだ。このような遣使はその後も

しばしば行われ，カザフ側の意思を記した書簡などが清朝に送られ，同蒔に，清朝もこの時

期を皮切りにカザフに関する情報や，書簡への回答などを数多く記録するようになった。そ

の多くは，やはりカザフ草原の中部，ジェトゥスウ（セミレチエ）地方を根拠地とする大・

中ジュズ1＞に関する満洲語・漢語編纂記録であり，従来の研究は主として漢語による編纂記

録に基づいて行われてきた2）。だが，近年はこうした編纂記録のもとになった文書史料，す

なわち現在北京の第一歴史櫨案館に所蔵される満洲語と漢語の軍機軽風副奏摺を利用した研

究へと移行しっっある。

　もともとカザフのハンやスルタンたちから清朝の辺境i当局3）または皇帝のもとに送られて

きた文語カザフ語文書とそれらに関する満洲語歯跡は清朝の関連機関に残されており，その

実態については購底辺彊満文棺案目録』（以下，『目録』と略する）によってかなりの情報

が得られる。しかし，先行するカザフ史研究は，これらの文書史料の存在を承知していたが，

1）jtiz（ジュズ）とはt地域的行政的に区分されたカザフの部族連合体であり，大・中・小の三つ

　のジュズに分かれる。ジュズの発生時期についてはいまだ研究者は合意に達していない。例えば，

　三つのジュズがいつ出現したかについて現暗点では説得力がある妥当な見解はない　［QT：309］。

　ジュズの出現の時期と状況は謎に包まれているという指摘〔宇山1999：97］もなされている。

2）　その好例として俊【コ1963，1986；Miilward　1992が挙げられる。

3）　本稿に用いた「辺境当局」とは，例外なくイリ将軍，タルバガタイ参賛大臣などの清朝政府が

　現地に派遣した官吏らを指す。ジュンガルを平定した後期清朝は，イリに恵遠城を築き，そこに

　総統伊黎等処将軍を置いて新蠣全域の統治に当たらせた。これは清朝時代に設置された新強の最

　高軍政長窟であり，一般に「二二将軍」（イリ将軍）と略称される。イリ将軍の配下には，イリ，

　タルバガタイとカシュガルに駿屯する3名の参照大臣が置かれた。これらのうち，カザフと密接

　な関係があったのは，イリ将軍，タルバガタイ参賛大距とその部下にある各官吏らである。
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これを収集，解読する努力を怠り，これまでその数や内容は殆ど明らかにされてこなかった。

このような背景において，筆者は2009年10月半ば以降，上記棺案館で調査を実施し，満文

録副奏摺の文書類のうちに，文語カザフ語文書154点を発見した4）。ただし，この内の5点

はカザフに与えられた清朝皇帝の勅書であり，それ以外がカザフからの包文である。特記す

べきことに，今回の調査では，満文録副奏摺の原文の閲覧が不可能であったため，マイクロ

フィルムのみをもとにして行ったものであり，遺漏が残る可能性も否定できない。また，奏

摺に添付されている，或いはそうではないカザフからの来文の原文書についての『目録』の

情報にはやや不備があり，『目録』から漏れているものや，逆に『目録』に記載されている

が，公開されている櫨案館のマイクE1フィルムには見あたらないものも散覧されることが，

筆者の調査・研究によって判明した。

　ここで紹介するi通の文語カザフ語文書は，筆者が上記棺案館で調査した際に発見した文

書群の中の一点であり5），それに加え，この文書の満洲語訳とカザフ宛満洲語返書を共に提

示した。吏料的価値とは別に，この文書には18世紀文語カザフ語資料としての必要性が認

められることは言うまでもない。一方，原文書とその満洲語訳の対比は，カザフ・清朝関係

史研究をより正確に行うために欠かせない基礎的な作業であり，今後更に関心を払わなけれ

ばならない。また，先行研究では，カザフの清朝向け心血活動について言及した際に北京に

訪れた使節國の暴論とそれに関する情報のみを提出し6），清朝の辺境当局，すなわちイリや

タルバガタイに派遣された使者らについて一切論じていない。従って，この文書は当時のカ

ザフ遊牧社会の実態，とりわけ清朝との交渉の経緯を解明するための重要な史料である一方，

カザフが清朝の辺境当局に向けて遣溶した事例を裏付ける好例でもあり，注呂に値する。

　原文書はカザフの王ハンポジャがタルバガタイ参賛大臣に宛てたものであり，乾隆55年

IO月20日（西暦1790年11月26　H）付けの代理タルバガタイ参賛大臣特訴額の幽幽に添

付されている。奏摺は『目録』第9冊（新彊巻4）第1959ページに収録されており，原文

書（マクロフィルム）i49：451　一　464，満洲語訳・返書（マイクmフィルム）149：451一

4）　このうち，清朝皇帝と辺境当局の富吏らへ刈時に送られた文書も含まれており，それらを別々

　の文書として扱っている。なお，これらの原文書のうち，14点の紹介・研究が既に公刊されてお

　り，具体的にエルキン氏2点［阿力肯2006，2009］，バクト氏2点〔QTQD　3］，野田仁氏・小沼

　孝博氏9点（エルキン氏の2点を除く）〔Noda＆Onuma　201e〕と筆者1点［DUysenali　2009］

　がある。

5）文書は，2009年度京都大学大学院文学研究科に提出した筆者の博士論文「18－19世紀文語カザ

　フ語文書の歴史文献学的研究」に引用されている（附編第31文書，ファクシミリ付き）。文書の校

　訂や転写に関しては指導教員の濱田蕉美先生にご指導いただいた。ここに記して謝意を表したい。

6）俊購透磁はカザフの二三入観について高くから研究を行っており　〔三口1963：300－303］，属

　声門は，氏の研究の遺漏を捕っている［属2004：127　一　129］。また，カザフスタンのバクト氏の

　言及［QTQD　2：55］のほか，小沼孝博氏がより詳しい情報を提示している［Noda＆Onuma
　201e　：　156　一159］．
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466～471である。

　本稿では原文書の校訂テクスト，または原文書と満洲語訳・返書の転写，翻訳，注釈と解

説の順に記載する。原文書には，例えば，書き忘れた語をその行の上に記したり，また，本

来書くべき箇所の都合上，その語を行の上に書いたりした例が見られる。校訂の際は，こう

した語をもとに戻して表記した。文書では印章が最後の2行の後ろに揮されているため，一

貫して校訂したテクストのむすびに記した。原文書における固有名詞，すなわち地名，部族

名と人名のカタカナ表記については，現代カザフ語の綴り字法にもとづいた。他方，ezin

を「エジェン」，満洲語表記bitheを「文書」に統一した。転写における＊は満洲語文書で

強調されているところを示す。訳文の〔3は訳者が補った語であることを指す。

1　原文書とその満洲語訳

　　1　原文書

【校訂テクスト】

6謬6τ｝〆‘遇（マ〉｝〆め）k”凶。吋の。レ晦の1。ち∫紬の〆・幻。〆のメ・＊，．（、）

6止《3ノψ甥◇晦｝工め」《（r）。WPt　su　N7．　JWPt　Jノ　”㌧s　JtMPt　J」i　”しブ6メび基ガ

（・）‘♪瞬〆卵♂｝〆ノ♪砿凶⇔婦ド5藁レ㌧晒岬吻（乏）。嚇｝蛇ノ賜じ。陶｝露
　　　　　　の　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ノ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ノ　　リ

8｝〆峨6メび辿〆（、）‘ノ♂蘭ぷ1唐レ。t’・　diL山」♂6メゆ」3了3｝ン・翁φu副。辱
　　　　　　’　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ノ

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　メ
幽眺冨」，・。駒タ封㌧ブ｝5刀い9｝或〉）のり♂嘔掬1ノタ・k。レ刀・㌧’函㌧響。b

評み6・し醗。弗鈷タ6轟轡5メ6・し診ゆ3t・跳〆5憂6・（〈）び些こ・1劫‘ひダ

ぐ」うy魂（、・）AS’，ij㌧緬メj　e♪」）i副3蛎ダφレ’♂9Y．Y　Lr“．⇒⊥ダ納sStr∫Lsit，i’di■＿タポ（fl）

　　　　　　　　　　り〆5略6メ諺こ31ぐ・・ガ（、、）1りじ㌧吻｝感♂評》、妻訴・〃～炉曝画ダ♂・」♪l

e，ラ∫壷凶3、り睡メノ郵誕6、l」回タノ（IY）。列歯メ6函δメ♂夢噸｝〆躍い謁賑

6・pS’@”）S　cr．Spt．㌧感歯。し凶」uし感5じ♂θ垣タ。賑3り鋼軍（xy）｝2〆胸‘．ガ轟“め㌧

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　り　　　　　5，り騒謹み．Pt）既急じノ（、。）ゆ㌔ぐ」」31♂凶メ鴇賑｝い痴」3（、乞）し％身幽

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　幽つ演耐ダ。uし詞

【転写】

G）Yerning　yUzin，　kUnning　k6zin　bilip　tur喜an　ezin　bogda珍a登n董ng　esanlikin　tilgr－

miz　k6P（2）yillarga，　k6p　aylarga．　Siy至r　yi1至din　beri　t6r註miz　ul　bolga1笈，　qaramiz　qul

bolga1宝yarlimlz　bay　bo19an，（3）ya1富uzumiz　k6p　bo19an，　yurtmiz　tl［n］6　baysaldi

bolup　turgan．　Tarba£atami［sic．〈Tarbagatay］bilip　turgan　（4）bub　amban，　ba撫r

amba　［n］ning　ham　esanlikin　tilarmiz　k6p　aylarga，　k6p　yillarga．（5）Bogda　ezin

banning　qayrani　AOI　Fayz　atamセga，　menki　qaねq翠an耳wala　wang，　aga－inimizg註

（6）　s董y茎ry11id1n　beri　yilda　k6p　qayranlar　tigip　tura　dur．］i葺anning　bu　qayra漁iga　a喜a－

inimiz　bil註n（7）quwanip，　ba話urup　turam望z．　Bu　Ulk琶n　dawlatga　qa6anda　bolsa鯵izm一
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atkarmiz．　U6　yl’ldl’n　（8）　beri　Cinggiz　Caganda　ot　6k’qmadl，　yerH’ssig　boldl’，　bu　yl’1

tupta　ot　6i’曹高≠р戟f．　Bofl　tajini　（9）　sen　bu　yerni　teli　tentakini　yigi’p　tur　dep　qoyup，

menl〈i　Uan　Hwaja　wanq　［sic．　〈wang］　6zUm　Qarabuqa　Bazarga　（10）　kelip　turdum，

6zumni　murunum　i6ida　turdum．　Bu　yerdiki　teli　tentangnl’　［sic．　〈tentak］　meR　yigay

dep　Qarabuqa　Bazarda　（11）　turdum．　U6　yl’｝dl’n　beri　Cinggiz　Caganda　mall’ml’z　kOp

61di，　otl’　yoq　boldiL　SoRi’ng　U6Un，　（12）　Qarabuqa　Bazarga　1〈elip，　gu　Qarabuqa　Bazarnl’

mekan　q鐙p　turdum．　Yaz　bolsa　C加gg1zga　yen銭k66Up（13）1｛e捻miz．　Za－u［sic．く

zawar？］　gaytan　bu　yaman　tent5k　qa2aq　Ulkan　banning　qara　yoli’di’n　6tk6di　bolsa，

gonl’　qara一　（14）　wul　manga　haydap　61’qarl’p　beringgiz，　men　6zitm　bilay．　（15）　Ml’rza－

bek　‘aqalaq6i’　［sic．　〈aqalaq6i’］　beg　kigi　yifbardUl〈．

［muhr］　g2n　Uwaja　Bahadur　Sultan

【翻訳】

（1）天下，太陽の光を支配するxジェン・ボグダ・ハンの安寧を〔我々は〕願う，多（2）

年多妻を通じて。丑年以来，我々のトレが〔エジェン・ボグダの〕子に，我々の属民が〔エ

ジェン・ボグダの〕しもべになって以降，貧しいものが豊かになり，（3）乏しいものが増

え，二六は安定して豊：かになっていた。タルバガタイを管理する（4）参学大臣，バトゥル

大臣の安寧をも願う，忌月多年を通じて。（5）ボグダ・エジェン・ハンの賜物は父のアブ

ルフェイズと，カザフのハンホジャ王である私と，兄弟に（6）丑無以来，毎年多く送られ

ている。ハンのこれらの賜物を受け取った我々は兄弟と共に（7）喜んで〔ハンに対して3

叩頭をしている。この大きな幸運に対して常に奉仕者となっている。3年（8）以来，チン

ギズ・チャガンに草が生えず，暑かった。今年は更に草が生えなかった。ボブ・タイジに

（9）ドお前はこちらの悪党たちを治めよ」と命じ，私ハンホジャ王はハラブハ・バザルに

（10）移牧してきた。我がムルンの中に来ている。こちらの悪党たちを，私が治めようとハ

ラブハ・バザルに（11）いる。3年以来，チンギズ・チャガンで我が家畜が数多く死んだ。

草が生えなかった。従って，（12）ハラブハ・バザルにやってきて，ハラブハ・バザルを根

拠地にしている。夏：になるとチンギズ〔・チャガン3に再び移牧して（13）いく。下僕の，

不届き者であるこれらのみっともない，紛争を引き起こすカザフ人がもし，大ハンの大道を

越えたならば，その者たちを（14）哺兵は私に引き渡して欲しい，私自身が処分したい。

（i5）ミルザベク・アカラクシ〔など〕5人を遣わした。

［印影］　ハンポジャ・バハドゥル・スルタン（文語カザフ語）

【注釈】

（1）ezin　bogda　ban．清朝皇帝。ここでは乾隆帝を指す。

（2）slyir　y11i，カザフ民問麿隔年。西暦1757年。これは文語カザフ語文書によく現れる用

語であり，カザフと清朝の公式な関係が結ばれた年代を指す。

　t6ramiz　ul　bol富a1韮，　qara頗z　qul　bolgal’i……慣用語。ここのt6ra／t6reは文語カザフ語
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文書に徴する限りでは，ほぼ排他的にカザフのハン一族及びその嫡蕎を指す。qaraは「黒

い」の意。転じてqara　haliq（属民）を表す。

（4）掴bamban．く満洲語。　hebei　amban，参賛大臣［五体，1212］。当時の代理タルバガ

タイ参賛大臣は特成額。

　batur　amba熱］，『五体』には，この職名が見当たらない。しかし，この文書の満洲語訳

（後出）にはそのままbatur　ambanとなっているのは興味深い。いずれにしても，カザフ

入が便宜上meye虚amban（魚油大臣）を「バトゥル大臣」と呼んでいたと考えられる。

（5）qayran．賜物。文語カザフ語文書の場合，カザフのハン一族は北京，イりあるいはタ

ルバガタイに貢物として送った馬をbilak／bilak（貢馬）と呼んでいたに対して清朝側から

送られた賜物をqayranと呼び分けた。

　AUI　Fayz＜Aba　al－Fay2（？一1783）。現代カザフ語でAbilpeyizと表記される。アブ

ルマンベット。ハンの次子。『事宜』（巻4－24）によれば，1764年にアブルフェイズが初め

て清朝から王の爵位を受けたという。

　球an　Uwaja　wang（i750？一1799）。現代カザフ語でHanqojaと表記される。ハンポ

ジャは，一一般にアブルフェイズの長子として知られているが，実際はそうではない。『識略』

（姶薩出世次表）によれば，ハンポジャは，西部カザフのバラクの子で，バラクの死後，妻

が2歳のハンポジャを伴ってアブルフェイズに再嫁したという。彼はアブルフェイズの長子

として育てられ，父の死後（1783年），彼の後を継いで脚部カザフの実権を握り，清朝から

王の爵位を受けた。彼の生年については明確な記録がないが，恐らく1750年に生まれ，

1799年に49歳で死去したと筆者は推測している［DUysenali　2009：55］。

（7）bu積1kan　dawlatga　qa6anda　bol語bizmatkgrmiz．ここのdawlatは「お陰」，「幸

運」の意。

（8）Cingg笈z　CagaR。史料を見る限り，チンギ塔・チャガンはアブルフェイズー族とその嫡

蕎たちの根拠地であると思われる。チンギズ・チャガンの地点について佐口内氏はLev・

shin，　Pelliot両氏が雷及しているものの，正確な地点は示していないと指摘し，この地方は，

恐らくチュー河とイリ河下流域の間の草原地帯に位置すると推定している［佐口1963：

286］。Oinggiz（｝aganは，漢文史料で「慶吉斯」，「青可斯読癖」，「慶吉斯察軍」，「誠格斯

察幹」などの各種の形で記録されている。チンギズ・チャガンに関するカザフ側による記録

は殆どないが，この文書は唯一の史料として挙げられる。この文書はまた，近現代ジェトゥ

スゥ地域，特にバルハシ湖周辺の気候変勤による畢害に関する情報を提供してくれる唯一の

文語カザフ語文書であり，史料価値は極めて高い。いずれにしてもチンギズ・チャガンが雨

水の少なく，乾燥していた地域でもあったことは，この文語カザフ語文書によって裏付けら

れる。ただし，文書には「夏になると再びチンギズ・チャガンに戻る」という記述があるた

め，この地域はハラブハ・バザルに比較的近いバルハシ湖の函北に位置する乾燥地帯ではな

いかと筆者は考えている。現在，この地名は使われていない。
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　otこiqrここのotは「草」の意。現代カザフ語には§6pと表記される場合が多い。

　Bofi　taji．ボブはアブルフェイズの第三子。文語カザフ語文書では，カザフのハンー族の

嫡衛たちが一般に「スルタン」，「トレ」と呼ばれていたが，時にtayliと記される事例も

あった。それは漢語の「長吉」の音訳であり，清朝から与えられた爵位である。

（9）teli　tenttik．「紛争を引き起こす者」，「悪党」の意。

　Qarabuqa　Bazar。現在のカザフスタンのQarabuqa河とBazar河の合流域に当たると考

えられる。両河ともタルバガタイ山を源とし，ザイサン湖西南のハラオイで合流してザイサ

ン湖に流れていくQ

（10）murun／murln．カザフ語で「鼻」を指すこのmur獄は中ジュズのナイマン部族に属

する一ウルウ（子部族）の名前であり，当時，ハンポジャの支配下にあったと考えられる。

シャケリム氏の記録によれば，ムルンはサル（ナイマン→ソフ・ミルザ→オクレシ砂スグル

シェ→キタイeトレゲタイー一・’ハラケレイー・・バイトル吻バイス→サル）の妻に当たり，のちに

このサルの子孫たちが「ムルン」　と名付けられるようになったという　［Shakerim　2004：

29］◎遅くとも18世紀後半頃にムルン・ウルウの遊牧地はハラブハ・バザルの両河流域に

あったことが文書によって確認できる。

（11）mal。カザフ語の場合，酪素，馬，牛，羊と山羊などの家畜を指すのが一般的である。

（12）mekan／meken．「根拠地」，「遊牧地」の意。

（13）z翫u．＜ペルシア語。zawar？「下僕」の意O

　ttlkan　banning　qara　yoli．直訳するならば，「大ハンの黒い道あるいは大道」となるが，

ここで恐らく清朝のカルン線を指していると思われる。

　qarawu1／qaraw11．「哨兵」の意。また，哨戒部隊の駐屯基地もこの名で呼ばれ，当該の

時代では，ほぼ排他的に清朝の設置した愚心kamnを指す［濱田2008：90］。

（15）Mirzabek　aqalaq6／§i．この人物について詳しい情報は得られないが，恐らくハンポ

ジャに仕えていた者で，ムルン・ウルウの有力者であると思われる。職名はaqalaq酬蕊

（隊商長）。

［印影］耳an　Uwaja　Bahadur　Sul墳n。印章：にはハンホジャ。バハドゥル・スルタンと刻ま

れたにもかかわらず，ハンポジャが清朝に文書を送った際には，「カザフのハンポジャ王」

と記すのが一一般的である。

【解説】

　文語カザフ文書には，カザフ王ハンポジャが，遊牧地の畢害により家畜が数多く死んだた

め，弟のボブを根拠地のチンギズ・チャガンに残し，自分がタルバガタイ方面のハラブハ・

バザル，すなわち自分の支配下のムルン・ウルウの遊牧地に移動してきたことが記されてお

り，ハンポジャー族がこの時期からザイサン湖方面に移牧し始めたことを物語る。文書には

bul　y韮l　tupta　ot　6越ma磁（今年は更に草が生えなかった）と記されているため，ハンポ

ジャが1790年秋頃にハラブハ・バザルに移牧してきたと推測される。一方，文書が完成さ
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れた日付ついては一切記されておらず，翼体的にいっ書かれたのは不明である。ただし，ハ

ンポジャがハラブハ・バザルに移牧してきたあと，すなわち特成額の奏摺に先立って11月

頃に作成されたと判断できる。文書にはまた地名，河川名と部族名に関して情報が含まれて

おり，18世紀後半頃ジェトウスウ地方のカザフ遊牧社会の実態をも探る重要な文書史料と

認められると書ってよい。

　　2　紙工の満洲語訳

【転写】

（　1　）　Murugeme　ubaliyambume　tucibuhe　hoise　hergen　i　bithe．

（2）　“Sun　i　eldeke　abkai　fejergi　be　uherilehe　（3）　＊amba　enduringge　ejen　i　elhe　be

baimbi．　Labdu　aniya，　（4）　labdu　biya．　lhan　aniya　de　dahanjiha　ci　ebsi，　（5）　meni

sakda　asigan　albatu，　yadahUn　Ringge　bayan　（6）　oho．　Emtelingge　juru　oho．　Meni

nuktei　gubci　（7）　gemu　elhe　taifin　i　baRjimbi．　Tarbagatai　de　kadalara　（8）　hebei

amban，　baturu　amban　i　saimbe　dacilambL　Labdu　（9）　aniya，　iabdu　biya．　（IO）

＊Amba　enduringge　ejen　i　kesi　de，　mini　arna　abulbis，　（11）　wang　hanghojo，　meni　ahUn

deo　ihan　aniya　ci　（12）　ebsi，　aniyadari　（13）　“enduriRgge　ejen　i　mohon　ak“　kesi　be

aliha．　Meni　（14）　ahUn　deo　umesi　urgunjeme　hengkilembi．　Be　gemu　（15）　＊ujen　kesi

be　aliha　albatu．　llan　aniyai　otolo，　（16）　meni　nuktehe　cingges　cagan　i　bade　hiyarib－

uha　（17）　ofi，　ongl〈o　juken．　Ere　aniya　ongko　juken　ofi，　（18）　bopu　taiji　be　tubade

bibufi　nuktei　urse　be　（19）　kadalabume，　hasak　wang　hanghojo　bi　harbaha　badzar　de

（20）　bisire　meni　tesu　murun　otok　de　nuktenjifi，　jecen　i　（21）　bade　tehe　meni　niyalma

be　bargiyatame　kadalaki．　llan　（22）　aniya　ci　ebsi　cingges　cagan　i　bade　ongko　jul〈en，

（23）　ulha　gasihiyabuha　ofi，　harbaha　badzar　de　tuweri　（24）　hetumbuki　seme　Ruktenj－

ihe．　Aniya　arafi　niyengniyeri　（25）　forgon　de　aR　i　cingges　cagaR　de　amasi　marimbi．

（26）　Talude　meni　dursuki　akg　hasak　aika　jecen　dabame　（27）　＊amba　ejeR　i　l〈arun

kaici　de　dosici，　bagame　tucibufi，　（28）　amasi　unggireo．　Te　ahalakci　mirdzabek　i　jergi

（29）　suRja　niyalma　be　takarafi　unggihe．

【翻訳】

（1）〔以下は原文書の〕大意を翻訳させた圏語文書である。

（2）太陽の光，天下を統一した（3）大聖主の安寧を願う，多年（4）多月を通じて。丑

年に投降して以来，（5）我々の老若のアルバト〔の中〕，貧しいものが豊かに（6）なった。

乏しいものが増えた。我々の遊牧地の全（7）民は平安に暮らしている。タルバガタイを管

理する（8）参賛大臣，バトゥル大臣の安寧を尋ねる，多（9）年心月を通じて。（10）大

聖主の恩を，父のアブルフェイズ，（11）王のハンホジャ，我が兄弟は丑年以（12）来，毎

年，G3）聖主の限りない恵みを，受け取っていた。我々の（14）兄弟は非常に已んで叩頭
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をしている。我々みなは（15）大恩を受け取ったアルバトである。3年以来，（16）我々の

遊牧していたチンギズ・チャガンは畢害を被り，（17）遊牧地が荒れた。今年，遊牧地が

〔更に〕荒れたため，（18）ボブ・タイジをそこに残して遊牧地の人々を（19）管理させ，カ

ザフ王のハンホジャ私は，ハラブハ・バザルに（20）いる我々のもとのムルン・オトク〔の

辺り〕に遊牧しに来た。辺境（21）地帯に住む我々の人々を治めたい。3（22）年以来，チ

ンギズ・チャガンでの遊牧地が荒れ，（23）家畜が死んだため，ハラブハ・バザルで冬を

（24）過ごしたいと思い，移牧してきた。春の（25）季節になると，いつも通りチンギズ・

チャガンに戻る。（26）万が一，我々のみっともないカザフ人が辺境を越え，（27）大主のカ

ルン線に入るならば，追い出し，（28）送り出してくれまいか。現在，アカラクシのミルザ

ベクなどの（29）5人を派遣した。

【注釈】

（1）hoise　hergen　i　bithe。素語文書もしくはアラビア文字文語テユルク語文書。18世紀文

語カザフ語文書のうち，この用語がmusulmaneaと記録された文書も存在しており，この

時代，文語カザフ語を含む中央アジアにおけるアラビア文字文語テユルク語は単に「ムスル

マン語」と呼び慣らされていたと考えられる。

（4）ihan　aRiya　de　dahanjiha　ci　ebsi．ここのdahanjiha　ci　ebsiは原文書でのt6ramiz　ul

bolgali，　qaramiz　qul　bolgaliに当たる。

（5）meni　sakda　asigan　albatu，この文は原文書には表現されていない。

（10）amba　enduringge　elen　i　kesi．これは原文書でのbogda　eziR　bannlng　qayraniに当

たる。当時，カザフ側もenduringge　ejen（溝朝墨帝）をbogda　ezin　banと呼んでいた。

Kesiは前述のように清朝皇帝の恩沢あるいは賜物のqayranを指す。

　abulbis．三部カザフの王アブルフェイズの満洲語表記。

（11）wang　hanghojo．カザフ王ハンポジャの満洲語表記。興味深いことに，ハンポジャは

文書の中でmenki　qa乞aq￥an￥waja　wangと自分のことを強調しているように見られる

が，満洲語訳ではその二＝アンスが反映されていない。一方，満洲語文書には職名が人名の

前に表記されるのに比して，文語カザフ語文書では，逆に人名の後ろに詑されている。

（13）enduringge　ejen　i　mohon　aka　kesi　be　aliha．ここのmohon　akB　kesiは原文書での

k6p　qayranlarの満洲語訳であるが，カザフ語のk6pと満洲語のmohon　ak9は同義語で

はない。他に，未完了継続形を意減するtigip　tura　durという文面が満洲語訳では完了終

止形を表すalihaによって表現されている。

（14）be　gemu　ujen　kesi　be　aliha　albatu．これは原文書のbu霞lkan　dawlatga　qaeanda

bols2麺izma℃kar1組z．というセンテンスの満洲語訳であるが，やや異なっているように思わ

れる。Albatuは「三民」，「臣民」を指すモンゴル語。

（16）cingges　cagan．　Cinggiz　Caganの満洲言吾表記。

（18）bopu　taiji．ボブの名前が原文書にはBoflと記されるのは一般的であるが，満洲語の
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場合，bopuに統一されている。

　nuktei　urse．満洲語訳では，随牧地の衆人」になっているが，ハンポジャ，ボブ・タイ

ジが指している者たちは遊牧民の全員ではなく，teli　tentak（紛争を引き起こす者）のみで

ある。

（19）harbaha　badzar。　Qarabuqa　Bazarの満沙ll語表記Q

（20）murun　otok．ムルン・ウルウの満洲語表記。ここに現れるotokとは，モンゴルの遊

牧集団の単位otogの満洲語綴りであり，清代の満文・漢文史料では，カザフ遊牧民に対し

ても同様の名称が用いられていた。Otokはそもそも，ソグド文化語に遡る中央アジア語群

に属し，紀元後の千年間を通じて中央アジアに分布していたイラン語系のソグド語では，

八一ターク6takという言葉は「國土」，「地域」を意味するものであった［ウラヂミルッォ

フ1980：3Gl］。次いでこの語は，テユルク系諸語や，モンゴル語などのアルタイ語系の諸

雷語に各種の形で現れるようになり，カザフ語で「連合体」を表すoda9もこの語に由来す

ると十分考えられる。しかし，カザフ語のoda9はモンゴル語のように遊牧集団の単位を示

すものではなかった。

（21）meni　niyalma．これも上記のように「われらの人々」になっているが，実際には紛争

を引き起こすteli　tent甑である。

（23）harbaha　badzar　de　tuweri　hetumbuki　seme　nuktenjihe．「ハラブハ・バザルに越冬

したいと遊牧しにきた」となっているが，もともとはQarabuqa　Bazarga　kelip，9u　Qarab－

uqa　Bazarni　mekan　qilip　turdum（ハラブハ・バザルに〔移牧して〕きて，ハラブハ・バ

ザルを根拠地にしていた）とあり，越冬のためだけではない。

（24）aniya　arafi　niyengniyeri　forgon　de．ここでは「春の季節になると」と訳されている

が，原文書では，yaz　bolsa（夏になると）と記されており，訳文における季節に対する認

識は異なっているQ

（27）amba　elen　i　karu鷺kaici．これは原文書のitlkan擁nning　qara　yoli（大壷ンの大道）

に当たる。すなわちカザフと清朝の間に設けられた諸カルンを示す。

（28）ahalakci　mirdzabek．原文書のMirzabek　aqalaq6iの1翻・ll語表記。

【解説】

　これは，ハンポジャの使者らがチュグチャクに持っていった文語カザフ語文書をもとに満

洲語に翻訳されたものである。翻訳されたR付について明確な情報はないが，恐らくハンポ

ジャの使者らが代理タルバガタイ参賛大臣に文書を渡した直後に訳されたと考えられる。
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∬　ハンポジャ宛返書

【転写】

（　1　）　Hasak　wang　Hanghojo　de　afabuha　bithei　jise．

（2）　Tarbagatai　de　tefi　baita　iclhiyara　daiselaha　（3）　hebei　amban　i　bithe，　hasal〈

wang　hanghojo　de　（4）　afabuha．　Wang　sini　beye　saiygn，　nuktei　urse　（5）　gemu

saiygn．　Jaka　sini　baci　taiji　jolci　i　（6）　jui　adai，　ahalakci　mirdzabek　sebe　takarafi

（7）　hoton　de　jifi，　bi　acafi　fonjici，　ere　aniya　（8）　suweni　nuktehe　cingge＄　cagan　i

bade　ongko　umesi　（　9　）　juken　ofi，　wang　si　suweni　tesu　murun　otol〈　i　（10）　hasak　sai　Ruk－

tere　harbaha　badzar　sere　bade　（11）　tuweri　hetumbume　jihe　babe，　cohome　bithe

arafi，　（12）　cembe　takearfi　meni　saimbe　fonjime　bithe　alibume　（13）　jihe．　Jai　umai

gawa　baita　akU　seme　alahabi．　（14）　Sini　alibuha　bithe　be　tuwaci，　ilan　aniya　otolo，

（15）　suweni　cingges　cagan　i　bade　ongko　juken，　ulha　（16）　gasihiyabuha　turgunde，

sini　deo　bopu　be　cingges　de　（17）　bibufi，　tubai　nuktei　urse　be　kada｝abume，　siRi　beye

（18）　suweni　tesu　murun　otok　i　hasak　sai　nuktere　（19）　harbaha　badzar　de　tuweri　het－

umbume　nuktenjifi，　（20）　jeceB　i　bade　tehe　hasak　be　bargiyatame　kadalame，　（21）

aniya　arafi　niyengniyeri　forgon　de　kemuni　an　i　（22）　amasi　cingges　cagan　de　mar－

imbi．　Talude　dursuki　（23）　akit　hasak　sa，　aika　meni　karuR　1〈aici　de　（24）　dosirengge

bici，　bagarne　tucibureo　sere　jergi　（25）　gisun　i　arahabi，　Te　wang　sini　beye　meni　（26）

jecen　i　hanci　jihe　ofi，　meni　baci　u　galai　（27）　da　be　tucibufi，　harbaha　badzar　de

genefi，　wang　（28）　simbe　acaha．　Wang　sini　alaha　ere　gisun　be　（29）　meni　u　galai　da

jifi　anan　i　gemu　kimcime　（30）　akambume　minde　alaha．　Te　wang　sini　beye　（31）

suwenl　murun　otok　de　tuweri　hetumbume　jifl，　（32）　muse　giyalabuhangge　ele　hanci

oho．　Si　kemuni　（33）　jecen　i　bade　nuktehe　suweRi　gereR　hasak　be　（34）　bargiyatame　kad－

alaki　sehengge．　Wang　si　yargiyan　i　（35）　＊amba　enduriRgge　ejen　i　kesi　be　hukgeme

umesi　ginggun　（36）　ijishSn　i　yabuhabi．　Bi　inu　labdu　urgunjembi．　（37）　Wang　si

damu　cembe　urunal〈U　ciralame　bargiyatame　（38）　kadalame，　cisui　halhame　meni

karun　kaici　de　（39）　dosimburakU　obukini．　Ere　sidende　meni　baturu　amban　（40）

emgeri　gereR　karun　be　baicame　genehe．　Mini　baci　（41）　baturu　ambaR　de　ulhibufi，

tederi　meni　karun　i　（42）　hafan　cooha　de　selgiyefi，　erin　akU　baicabure　（43）　oci，　ereci

jecen　i　bade　heRi　baita　sita　akn　（44）　ombime，　wang　sini　facihiyaSame　yabure　babe

（45）　＊amba　ejen　safi　ele　simbe　sai　（ame　maktame　（46）　gosime　tuwambi　kai．　Wang

si　ereci　julesi　（47）　ele　giRgguR　ijishUn　i　g“nin　tebume　（48）　“amba　ejen　i　ujen　kesi

be　karulara　be　kiceme　（49）　yabume，　enteheme　goidatala　（50）　＊amba　ejen　i　mohon
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akg　kesi　alire　be　（52）　kiceki．　Te　mini　baci　wang　sinde　afabure　（53）　bithe　arafi，　geli

wang　sini　saimbe　fonjire　（54）　doroi　sinde　bure　suje　suri　fadu　i　jergi　（55）　jal〈a　be，　suw－

aliyame　sini　takaraha　niyalma　de　（56）　afabufi　gamabuhabi．　lsinaha　manggi　baicame

（57）　bargiyakini．　Erei　jalin　afabuha．

【翻訳】

（1）〔以下は〕カザフ王ハンポジャに送った文書の草稿である。

（2）タルバガタイで窟に就いて事務を処理する代理（3）参賛大臣の文書で，カザフ王の

ハンポジャに（4）送った。王よ，お前は健康に過ごしているか？　遊牧地の人々（5）み

なは健康に過ごしているか？　お前のところがらジョチ・タイジの（6）子アダイ，アカラ

クシのミルザベクなどが遣わされ，（7）〔彼らは我が｝城に来た。私が会見して聞いたとこ

ろ，今年，（8）お前たちが遊牧していたチンギズ・チャガンの遊牧地が非常に（9）荒れ

たため，王よ，お前が，お前たちのもとのムルン・オトクの（10）カザフ人たちが遊牧して

いるハラブハ・バザルというところに（ll）越冬しに来たことを，特に文書に書いて（12）

彼らを派遣し，我々の安寧を尋ねる文書を上呈させた（13）という。〔使者たちは〕他に用

件がないと告げた。（14）お前の送らせた文書を見れば，3年以来，（15）お前たちのチンギ

ズ・チャガンの遊牧地が荒れ，家畜がG6）死んだため，お前の弟，ボブをチンギズ・チャ

ガンに（17）残して，そこの遊牧地の人々を管理させ，お前自身が，（18）お前たちのもと

のムルン・オトクのカザフ人たちが遊牧している（19）ハラブハ・バザルに越冬しに移牧し，

（20）辺境地帯に住むカザフ人を治め，（21）春の季節になると常にいつも通り（22）チンギ

ズ・チャガンに戻ること，万が一，みっともない（23）カザフ人たちで貴方のカルン線に

（24）入っている者がいれば，追い出してくれまいかということが（25）記されていた。現

在，王よ，お前自身が我々の（26）辺境辺りに来たため，我々のところがらウ翼長（27）を

行かせ，〔彼が〕ハラブハ・バザルに到着し，王（28）お前に会った。王よ，お前が言った

この話を（29）われらのウ翼長が来て，順次詳しく（30）調べて私に告げた。現在，王よ，

お前自身は，（3王）お前たちのムルン・オトクに越冬しに来て，（32）我々の間の隔てられた

距離は更に短くなった。お前は，常に（33）辺境地帯で遊牧するお前たちの人々のカザフ人

を（34）治めたいと言っている。王よ，お前は（35）大聖主の恩を頭に頂き，非常に恪謹で

（36）素直に〔恩返しを〕行っている。私はまた，大いに喜ぶ。（37）王よ，お前はくれぐれ

も彼らに対して必ず警備を厳重にし，（38）〔彼らを〕治め，自らひそかにわれらのカルン線

に（39）入らないように。この間，われらのバトゥル大臣は（40）既に諸々のカルンを調べ

に行った。私のところがら（41）バトゥル大臣に暁諭させ，そこのわれらの（42）政府軍に

布告して直ちに調べさせる（43）ならば，これから辺境地帯でなんのトラブルも（44）起こ

らず，王よ，お前が仕事に一生懸命になっていることを（45）大官ジェンが知り，更にお前

を嘉して称賛して（46）慈しんで見るだろう。王よ，お前はこれから前向きになり，（47）

更に恪謹で素直に意を強くして（48）大エジェンの重恩に報いることに努め，（49）久遠に
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（50）大エジェンの限りない恩を受け取ることを（5D奨励したい。現在，われらのところ

でお前に送る（52）文書を書き，また，王よ，お前の健康を尋ねて，（53）お前に賜る鍛子，

つむぎ，巾着など（54）の品を併せてお前の遣わした人たちに（56）渡し，持って行かせた。

届いたあと，確認して（57）収めてほしい。この用件のために〔文書を〕交付した。

【注釈】

（2）daiselaha　hebei　amban．ここでは代理タルバガタイ参賛大臣の特成額を指す。

（5）taiji　jolci　i　jui　adai．アブルフェイズの次子の名前がjo6／Slであったが，満洲語文書

の場合，一般にJolciと表記する。この満洲語文書によれば，彼の子アダイも使節鰯に加

わったが，原文書にはその名前が提示されていない。また，『識略』（幽幽克世次表）でも確

認できないQ

（7）hoton，ここでは緩一城を指す。チュグチャク（楚呼楚）ともいう。

（26）ugalai　da．〈満洲語。翼長，島地に駐在した章京浜体，1458］。　Uは恐らく翼長の

名前の省略であると思われる。

（54）suje　suri　fadu．これらは代理タルバガタイ参賛大臣がハンホジャに送った賜物であり，

当時，清朝の辺境官吏らはカザフの使者らが持ってきた一遍の代わりにこういつたものを

贈っていた。

【解説】

　代理タルバガタイ参賛大臣は，カザフの王ハンホジャが送ってきた文語カザフ語文書を満

洲語に訳させると同時に，ハンポジャ宛返書をまず満洲語で作成させ，それを文語カザフ語

に翻訳させてハンポジャのもとに送らせたと思われる。本稿で引用したのはその草稿である

が，しかし，ハンポジャへの返書の訳文はいまだ発見されておらず，調査を継続する必要が

ある。

　ところで，この文書は如何に満洲語に，或いは満洲語で作成された返書は如何に文語カザ

フ語に訳されたのであろうか。翻訳者に当たった者についての情報は一切記されていない。

そもそも，カザフからの来文が如何なる手順で満洲語訳，漢訳されたのかについて語ること

は極めて困難であり，カザフと湾朝間の言語的意思疎通に関する不明な点が，現在まで放置

されてきたが，文語カザフ語文書の全体を見る限り，少ないながらいくつかの重要な情報が

提供されている。例えば，アブライがイリ将軍に送った文書の結びに「〔われらのところで

は〕カルマク語（トド文字モンゴル語）が出来る者がいない，〔もし，〕過ちが残っているな

ら，お許しください」と，アブルフェイズがタルバガタイ参賛大臣に，「書簡をお送りくだ

さるならば，必ずムスルマン語（文語テユルク語）で書くようお願いします」に対して，イ

リ将軍に「カルマク語が出来る者はいなくなりました。もし，書簡をお送りくださるならば，

ムスルマン語で書くようお願いします」と記したことが挙げられる。これらの例文から明ら

かであるように，カザフが清朝と関係を結んだ当初から，中央アジアのテユルク系の人々に
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よって「カルマク語」と呼ばれるトド文字モンゴル語で書簡を送っていたことは確実であり，

それはカザフとジュンガルの人々が長年混住状態にあったことに起因するであろう。興味深

いことに，時代が下るにつれ，カザフからの来文におけるトド文字モンゴル語文書の割合が

次第に小さくなってくるQ

　以kの事情に鑑みるならば，イリ，タルバガタイにある清朝の辺境当局にカザフからの来

文を満洲語或いは漢語に訳す者がいたと言わざるを得ない。しかし，翻訳に嶺たった者はど

この出身者であったのであろうか。彼らは，カザフ語と満洲語・漢語に精通している者で

あったのであろうか。残念ながら，これについて有力な情報が得られない。唯一想像される

のは，本稿に引用した文書の満洲語訳において翻訳に当たった者は，文語カザフ語文書を直

接理解できる者ではなく，換言すれば，文書の内容が平易なカザフ語に言い換えられたあと，

その内容を満洲語に翻訳した可能性が高い。従って，例えば，teli　tentak（紛争を引き起こ

す者）がrカザフの縞入」，yaz　bolsa（夏になれば）が「春の季節になれば」と訳されてし

まったのであろう。いずれにせよ，このような比較研究は初の試みであり，今後更に検討を

進めたい。
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